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文責：校長 大内雅之

大盛況！！ 二本松少年隊オリエンテーリング

～６年生 総合的な学習の時間～
２４日～３０日の間、校内で６年生が企画した「二本松少年

隊オリエンテーリング」が開催されています。総合的な学習の

時間の一環で二本松少年隊の素晴らしさを全校生に知ってもら

うために企画されたものです。校内７ヶ所にチェックポイント

を設置し、チェックポイントにあるマンガやクイズ、ポスター

を見て、質問に答えたりするものです。２３日の昼には、６年

生から開催のお知らせもあり、休み時間はどのチェックポイン

トも大盛況でした。

６年生にとっては、自分たちの学習したことを人に伝えるこ

とでより「深い学び」になり、参加している下級生たちにとっ

ては、二本松のよさを楽しみながら多くの人に知ることができ

るというまさに一石二

鳥の企画ではないかと

思います。

二本松北小学校の住

所は「郭内一丁目一番

地」つまり、城下の最重要地域ということだと思います。

二本松藩、二本松城（霞ヶ城）、二本松少年隊とは切っ

ても切れない深い関わりがある二本松北小にとって大事

な学習でもあります。この機会に、ご家庭でも、二本松

の歴史について話題にしていただけたら幸いです。

校長先生からの挑戦状 ６

～ 学ぶこと・考えることは「楽しいこと」～
５年生に「難問」を求められて、出してきた「校長先生からの挑戦状」シリーズも早くも第６

弾になりました。新たな問題を出すと、すぐに解きはじめ、休み時間を待ちきれなかったかのよ

うな様子で校長室に駆け込んでくる子もいます。５年生以外にも、時折、「５年生に出している

問題の答え わかりました～！」とやってくる子もいます。

本来、学びとは「楽しい」もののはず。新しいことを知る嬉しさであったり驚きであったり、

様々な考えを巡らせ解決できたときの喜びであったり、・・・。子ども達には、たくさん学びの

楽しさを感じてほしいと思っています。

第６弾の問題はこんな問題です。

思考を柔軟にすることで、ひらめくかも知れませんね。是非、ご家族で考えてみてください。

左の図から「えん」を見つけてください。

※ なんと 答えは ５つもありますよ。

この問題を出したのには、実は「裏テーマ」があって・・・「えん」を

探すことで、いろいろな人と「縁」をつないでほしいなととも思っていま

す。さあ、とけるかな？

 

輝け！北っ子！


